
議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

「
本
会
議
と

�

委
員
会
」

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
4
回
3
月
、

6
月
、
9
月
、
12
月
に
開

催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、
承
認
、
同
意
な
ど

は
、
こ
の
本
会
議
で
行
わ

な
け
れ
ば
法
的
な
効
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
比
べ
委
員
会

は
、
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て
、
議
員
の
一
部
を
も

っ
て
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、
議
会
の
運
営

を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
の
他
に
綾
瀬
市
に

は
、
3
つ
の
常
任
委
員
会

と
基
地
政
策
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

委
員
会
は
、
本
会
議
で
の

審
議
の
予
備
的
審
査
、
調

査
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

創
政
会
　
　
　
笠
間
　
功
治

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支

援
に
向
け
た
業
務
提
携
を

創
政
会
　
　
　
金
江
　
大
志

総
合
計
画
２
０
３
０
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
は

創
政
会
　
　
　
齊
藤
　
慶
吾

対
策
が
求
め
ら
れ
る
家
庭
系
可

燃
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て

�

石
井
　
麻
理
　

本
市
の
未
来
を
考
え
今
こ
そ
人

口
増
加
戦
略
の
推
進
を

●
高
齢
者
等
の
住
宅
確
保
要
配
慮

者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居

促
進
を
図
る
た
め
、
相
談
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
、
公
益
社
団
法
人

か
な
が
わ
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
協

会
と
の
業
務
提
携
を
考
え
て
は
。

Ａ　

協
会
と
の
提
携
は
、
よ
り

効
果
的
な
居
住
支
援
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
お
り
、
今
後
、
提
携
内

容
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
市
消
防
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

Ｑ　

新
消
防
庁
舎
へ
移
転
し
、

１
年
余
り
が
経
過
し
た
が
、
効
果

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ　

仮
眠
室
の
個
室
化
な
ど
に

よ
り
、執
務
環
境
が
改
善
さ
れ
、職

員
の
意
欲
が
向
上
し
た
。
前
面
道

路
が
４
車
線
で
は
な
く
な
り
、
出

動
時
の
安
全
性
も
確
保
さ
れ
た
。

Ｑ　

火
災
発
生
時
は
、
３
分
団

が
同
時
出
動
す
る
体
制
と
な
っ
て

い
る
が
、
効
果
や
課
題
は
。

Ａ　

消
防
力
が
低
下
す
る
こ
と

な
く
活
動
で
き
て
い
る
が
、
一
方

で
、
分
団
ご
と
の
出
動
回
数
に
差

が
生
じ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
状

況
に
つ
い
て

Ｑ　

市
民
の
暮
ら
し
と
健
康
を

守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の

実
行
が
求
め
ら
れ
る
が
、
交
付
金

の
活
用
状
況
と
今
後
の
方
針
は
。

Ａ　

公
共
施
設
の
感
染
拡
大
防

止
策
や
、
中
小
企
業
の
事
業
継
続

へ
の
給
付
金
な
ど
に
活
用
し
て
き

た
。
今
後
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
、
中
長
期
的
な
展
開
を
視

野
に
入
れ
て
経
済
対
策
を
行
う
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に
つ
い
て

Ｑ　

総
合
計
画
２
０
３
０
基
本

構
想
で
は
、
策
定
の
趣
旨
で
持
続

可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の

視
点
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、考
え
方
は
。

Ａ　

本
計
画
は
、
人
口
減
少
社

会
の
持
続
可
能
性
向
上
な
ど
を
目

指
す
も
の
で
、
実
施
す
る
全
て
の

事
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
促
進
し
、
地

方
創
生
に
つ
な
げ
る
た
め
に
国
が

設
置
し
た
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官

民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど

を
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
な
い
か
。

Ａ　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
視
点
か
ら
も
効
果
的
と
考
え
て

お
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
他
の
事
業
へ

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策

に
つ
い
て

Ｑ　

３
月
定
例
会
で
質
問
し
た

抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
の
あ
る
光
触
媒

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、
空
気
触
媒
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
調
査
結
果
は
。

Ａ　

公
的
機
関
の
調
査
で
有
効

性
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
が
、

導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

●
運
動
時
に
お
け
る
子
供
た
ち
の

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

Ｑ　

命
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
夏
に
向
け
て
熱
中
症
対
策
に
も

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
運
動
時

に
マ
ス
ク
を
外
す
取
り
組
み
は
。

Ａ　

熱
中
症
は
命
に
関
わ
る
危

険
が
あ
る
た
め
、
身
体
的
距
離
が

確
保
で
き
る
場
合
な
ど
、
必
要
に

応
じ
て
外
す
よ
う
伝
え
て
い
る
。

●
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

Ｑ　

市
民
か
ら
、
ご
み
減
量
化

の
目
標
と
実
績
に
差
が
あ
る
が
、

適
正
に
処
理
で
き
る
の
か
と
不
安

の
声
を
聞
い
て
い
る
。今
後
の
、家

庭
系
可
燃
ご
み
の
減
量
化
策
は
。

Ａ　

過
去
に
行
っ
た
組
成
分
析

で
、
資
源
化
で
き
る
紙
類
や
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
一
定
の

割
合
で
可
燃
ご
み
に
混
入
し
て
い

る
と
判
明
し
て
い
る
。
分
別
の
徹

底
に
向
け
、
ご
み
置
場
へ
の
注
意

喚
起
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
、
新
た

な
視
点
で
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含

む
ご
み
と
定
義
さ
れ
る
が
、
生
ご

み
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
水
分
を
取
り

除
く
、
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入

費
補
助
を
推
進
し
て
は
。

Ａ　

処
理
容
器
の
普
及
促
進

は
、
焼
却
ご
み
の
削
減
に
向
け
た

有
効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
小
中
学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て

Ｑ　

近
年
、
大
都
市
部
を
中
心

に
気
温
が
30
度
を
超
え
る
状
況
の

長
時
間
化
や
範
囲
の
拡
大
な
ど
高

温
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。小
･
中

学
校
の
体
育
館
で
の
授
業
や
部
活

動
で
、
熱
中
症
の
懸
念
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
対
策
と
し
て
体
育
館

に
空
調
設
備
を
設
置
し
な
い
か
。

Ａ　

令
和
２
年
度
に
気
化
式
冷

風
機
を
導
入
し
、
児
童
・
生
徒
の

快
適
な
学
習
環
境
の
確
保
や
部
活

動
時
の
熱
中
症
リ
ス
ク
軽
減
を
図

っ
て
い
る
。
体
育
館
の
空
調
設
備

は
、
導
入
し
て
い
る
自
治
体
を
参

考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
人
口
減
少
下
に
お
け
る
当
市
の

人
口
増
加
戦
略
に
つ
い
て

Ｑ　

本
市
の
人
口
は
、
令
和
２

年
国
勢
調
査
速
報
で
８
万
３
９
６

４
人
だ
が
、
20
年
後
に
は
７
万
６

６
９
５
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
に
伴
い
、
歳
入
の
市
民

税
が
減
収
す
る
た
め
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
多
大
な
影
響
が
出
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
低

下
の
危
機
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組

み
に
よ
る
医
療
費
な
ど
の
扶
助
費

削
減
や
、
公
共
施
設
再
編
に
よ
る

普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
歳
出
抑

制
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
定
住
促
進

や
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
歳
入
確

保
な
ど
、
歳
入
と
歳
出
の
両
輪
に

よ
る
持
続
可
能
な
行
財
政
の
基
盤

構
築
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

総
合
計
画
２
０
３
０
基
本

構
想
は
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し

た
計
画
だ
が
、
働
き
手
世
代
や
子

育
て
世
代
な
ど
の
人
口
流
出
抑
制

や
、
本
市
を
定
住
場
所
に
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
施
策
展
開
も
必

要
と
考
え
る
。
生
産
年
齢
人
口
を

増
加
さ
せ
る
た
め
の
実
効
性
が
あ

る
実
施
計
画
を
考
え
な
い
か
。

Ａ　

産
業
の
持
続
可
能
性
低
下

が
懸
念
さ
れ
、
働
き
手
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
新

た
な
産
業
の
創
出
や
既
存
産
業
の

振
興
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。
子

育
て
環
境
や
公
共
交
通
の
充
実
な

ど
、
働
き
手
世
代
が
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
も

あ
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
実
施

計
画
作
成
に
努
め
て
い
く
。

アジサイが咲いていました＜陽だまり公園にて＞
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